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Ⅰ 当社の概況および組織に関する事項  
 

１．商 号         株式会社 証券ジャパン 

 

２．登録年月日（登録番号）     平成１９年９月３０日（関東財務局長（金商）第１７０号） 

 

 ３．沿革および経営の組織 

 （1） 会社の沿革（H27.７.１現在） 

 

年    月 沿        革 

昭和１９年 ４ 月 

昭和２４年 ２ 月 

昭和２６年 ９ 月 

昭和２８年 ４ 月 

昭和４３年 ４ 月 

昭和４５年 ５ 月 

昭和４８年１０月 

昭和５２年１２月 

昭和５４年１０月 

平成１０年１２月 

平成１２年１０月 

平成１６年１２月 

 

平成１９年 ９ 月 

平成１９年１０月 

平成２０年 ９ 月 

 

 

平成２３年１０月 

 

平成２４年 ２ 月 

平成２４年 ５ 月 

平成２５年 １ 月 

 

 

平成２６年 ３ 月 

平成２７年 ４ 月 

丸和証券株式会社として創業 

東京証券取引所正会員となる 

藤沢出張所（現支店）開設 

沼津出張所（現支店）開設 

免許制実施に伴い、証券業の免許（４業務）を取得 

溝ノ口営業所（現支店）開設 

柏営業所（現支店）開設 

神楽坂営業所（現支店）開設 

元住吉営業所（現支店）開設 

登録制実施に伴い、証券業の登録を行う 

大阪証券取引所（現大阪取引所）正会員となる 

ジャスダック証券取引所（現 東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場）取引

参加者となる 

金融商品取引業者の登録を行う 

完全親会社「エムアンドエヌホールディングス株式会社」を設立 

「ネットウィング証券株式会社」および「エムアンドエヌホールディン

グス株式会社」と合併し、「株式会社 証券ジャパン」に社名変更 

鶴見支店（旧ネットウィング証券株式会社 横浜支店）開設 

日本橋本店を再編し、日本橋本店営業部、日本橋八重洲営業部、東京営

業部を開設 

頭川証券株式会社を関連会社とする 

室清証券株式会社の証券営業部門に係る事業を吸収分割により承継 

大徳証券株式会社の金融商品仲介業者（株式会社だいとく投資ビレッ

ジ）への業態転換に伴い、同社の金融商品取引業に係る顧客管理事業を

吸収分割により承継し、同仲介業者との間で業務委託契約を締結 

金融商品仲介業子会社「株式会社ＳＪアドバイザーズ」を設立 

関西営業所を開設 
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 （2） 経営の組織（H27.７.１現在） 
監 査 グ ル ー プ

営 業 考 査 グ ル ー プ

売 買 審 査 グ ル ー プ

Ｉ Ｆ Ａ 支 援 室

お 客 様 相 談 室

総 務 課

営 業 第 一 課

営 業 第 二 課

総 務 課

営 業 課

総 務 課

営 業 課

投 資 営 業 課

総 務 課

営 業 課

総 務 課

営 業 課

営 業 本 部
総 務 課

営 業 課

総 務 課

営 業 課

総 務 課

営 業 課

総 務 課

営 業 課

総 務 課

営 業 課

お 客 様 サ ー ビ ス 課

営 業 課

営 業 グ ル ー プ

ビ ジ ネ ス サ ー ビ ス 室

営業企画推進グループ

商 品 企 画 グ ル ー プ

米 国 株 式 グ ル ー プ

総 務 グ ル ー プ

業 務 グ ル ー プ

決 済 グ ル ー プ

事 務 推 進 グ ル ー プ

企 画 グ ル ー プ

財 務 経 理 グ ル ー プ

人 事 研 修 グ ル ー プ

総 務 グ ル ー プ

総 務 人 事 部

調 査 情 報 部

外 国 商 品 部

証 券 業 務 部

シ ス テ ム 管 理 部

総 合 企 画 部

営 業 統 括 部

元 住 吉 支 店

イ ン タ ー ネ ッ ト 営 業 部

Ｉ Ｆ Ａ 営 業 部

関 西 営 業 所

同 業 営 業 部

ア ド バ イ ザ リ ー 室

監
　
査
　
役
　
会

監
　
　
査
　
　
役

鶴 見 支 店

溝 ノ 口 支 店

株
　
主
　
総
　
会

取
　
締
　
役
　
会

社
　
　
　
　
　
　
　
長

柏 支 店

神 楽 坂 支 店

東 京 営 業 部

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

業

務

管

理

委

員

会

藤 沢 支 店

沼 津 支 店

監 査 部

コ ン プ ラ イ ア ン ス 推 進 部

Ｃ Ｓ 統 括 部

日 本 橋 本 店 営 業 部

日 本 橋 八 重 洲 営 業 部
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４．株式の保有数の上位 10 位までの株主の氏名または名称並びにその株式の保有数および総株主等の議

決権に占める当該株式に係る議決権の数の割合（H27.７.１現在） 

 

 氏名または名称 保有株式数(株) 割合(％) 

１ 日 本 ビ ル デ ィ ン グ 株 式 会 社 2,198,240 11.75 

２ 常 和 ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 1,997,115 10.68 

３ 株 式 会 社 岡 三 証 券 グ ル ー プ 1,950,000 10.42 

４ 日 産 自 動 車 株 式 会 社 1,117,961 5.97 

５ 東 ソ ー 株 式 会 社 1,087,000 5.81 

６ 株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 937,920 5.01 

７ 株 式 会 社 セ デ ィ ナ 932,311 4.98 

８ コ ス モ 石 油 株 式 会 社 618,503 3.30 

９ 王 子 製 鉄 株 式 会 社 601,000 3.21 

10 三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 490,928 2.62 

 その他（77名） 6,792,697 36.21 

 計 87 名 18,723,675 100.00 

 

（注）1. 議決権割合は小数点第３位以下を切り捨てております。 

2. 株主、保有株式数および議決権割合については、自己株式 53,163株を控除して算出してお

ります。 

 

５．役員の氏名または名称（H27.７.１現在） 

 

役  職  名 氏   名 代表権の有無 常勤・非常勤の別 

取 締 役 社 長 齋藤 英秋 有 常 勤 

取締役専務執行役員 本多 修 有 常 勤 

取締役常務執行役員 山野井 秀一 無 常 勤 

取締役常務執行役員 渕上 貴広 無 常 勤 

取 締 役 
倉品 愛美 

(戸籍上の氏名：新名 愛美) 
無 非常勤 

取 締 役 内池 正名 無 非常勤 

監 査 役 根本 真一郎 － 常 勤 

監 査 役 飯田 晃 － 常 勤 

監 査 役 寺澤 忠興 － 非常勤 

                                      以上 ９名 

（注）1．取締役倉品愛美（戸籍上は新名愛美）氏および内池正名氏の２名は、会社法第２条第 15 号

に定める社外取締役であります。 

2．監査役飯田晃氏および寺澤忠興氏の２名は、会社法第２条第 16 号に定める社外監査役であ

ります。 

 



4 

６．政令で定める使用人の氏名（H27.７.１現在） 

金融商品取引業に関し、法令等を遵守させるための指導に関する業務を統括する者の氏名 

氏 名 役 職 名 

本多 修 

取締役専務執行役員  

監査部・コンプライアンス推進部・CS統括部管掌役員 

（内部管理統括責任者） 

長﨑 泰夫 
 執行役員監査部長 

（内部管理統括補助責任者） 

黒澤 高士 
コンプライアンス推進部長 

（内部管理統括補助責任者） 

 

７．業務の種別（H27.７.１現在） 

 （1）第一種金融商品取引業（金融商品取引法第２条第８項／法第 28条第１項） 

 

業 務 の 種 類        

① 有価証券の売買、市場デリバティブ取引または外国市場デリバティブ取引 

② 有価証券の売買、市場デリバティブ取引または外国市場デリバティブ取引の媒介、取次ぎま

たは代理 

③ 取引所金融商品市場における有価証券の売買または市場デリバティブ取引の委託の媒介、取

次ぎまたは代理、ならびに外国金融商品市場における有価証券の売買または外国市場デリバ

ティブ取引の委託の媒介、取次ぎまたは代理 

④ 有価証券の売出し 

⑤ 有価証券の募集もしくは売出しの取扱いまたは私募の取扱い 

⑥ 有価証券取引等またはデリバティブ取引に関して、顧客から金銭または有価証券の預託を受

けること 

⑦ 社債、株式等の振替に関する法律に規定する社債、株式等の振替を行うために口座の開設を

受けて社債、株式等の振替を行うこと 

 

 

（2）第一種金融商品取引業付随業務（金融商品取引法第 35 条第１項） 

 

業 務 の 種 類        

① 有価証券の貸借 

② 信用取引に付随する金銭の貸付け 

③ 有価証券に関する顧客の代理 

④ 受益証券に係る収益金、償還金または解約金の支払に係る業務の代理 

⑤ 投資証券等に係る金銭の分配、払戻金もしくは残余財産の分配または利息もしくは償還金の

支払に係る業務の代理 

⑥ 累積投資契約の締結 

⑦ 有価証券に関連する情報の提供または助言 

⑧ 他の金融商品取引業者等の業務の代理 

⑨ 他の事業者の事業の譲渡、合併、会社の分割、株式の交換もしくは株式移転に関する相談に

応じ、またはこれらに関し仲介を行うこと 

⑩ 他の事業者の経営に関する相談に応じること 
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８．本店その他の営業所または事務所の名称および所在地（H27.７.１現在） 

 

名   称 所  在  地 

本         店 
〒103-0025 

東京都中央区日本橋茅場町１－２－１８ 

日 本 橋 本 店 営 業 部 
〒103-0027 

東京都中央区日本橋３－８－２ 

日本橋八重洲営業部 
〒103-0027 

東京都中央区日本橋３－８－２ 

東 京 営 業 部 
〒103-0025 

東京都中央区日本橋茅場町１－２－１８ 

神  楽  坂  支  店            
〒162-0825 

東京都新宿区神楽坂１－１５ 

藤  沢  支  店            
〒251-0025 

神奈川県藤沢市鵠沼石上１－５－２ 

溝  ノ  口  支  店            
〒213-0002 

神奈川県川崎市高津区二子５－８－１ 

元  住  吉  支  店            
〒211-0025 

神奈川県川崎市中原区木月１－２９－１７ 

鶴 見 支 店 
〒230-0062 

神奈川県横浜市鶴見区豊岡町１９－２３ 

柏  支  店            
〒277-0842 

千葉県柏市末広町４－１３ 

沼  津  支  店            
〒410-0801 

静岡県沼津市大手町３－９－１ 

関 西 営 業 所 
〒541-0047 

大阪府大阪市中央区淡路町３－５－１３ 

  （注）関西営業所は平成 27 年 4 月 1 日に、関西地区において主としてＩＦＡ営業に関するフォロー

を行うため設置いたしました。 

 

 ９．他に行っている事業の種類 

その他業務（金融商品取引法第 35 条第４項） 

    ・完全子会社からの人事事務、総務事務、経理事務およびシステム管理事務に関する受託業務を

平成 26 年 5月より行っております。 

 

10．苦情処理および紛争解決の体制 

苦情処理については、「苦情等対応マニュアル」の整備を行うとともに、平成 26 年 6 月に「ＣＳ

統括部お客様相談室」を設置し、法令諸規則に則り迅速かつ適切に対応できるよう社内体制を整

備しております。 

また、指定紛争解決機関である「特定非営利活動法人 証券・金融商品あっせん相談センター」（Ｆ

ＩＮＭＡＣ）と特定第１種金融商品取引業務に係る手続実施基本契約を締結しております。 

   

 11．加入する金融商品取引業協会および対象事業者となる認定投資者保護団体の名称 

   ・加入する金融商品取引業協会  日本証券業協会 

 

 12．会員または取引参加者となる金融商品取引所の名称または商号 

    東京証券取引所、大阪取引所 

 

 13．加入する投資者保護基金の名称 

    日本投資者保護基金 
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Ⅱ 業務の状況に関する事項 

 
１．当期の業務の概要 

 

（1）事業の経過およびその成果 

当事業年度（平成 27 年 3 月期）における我が国経済は、消費増税に伴う駆け込み需要の反動減

が響き、上半期は景気が低迷し、実質 GDP 成長率は 2四半期連続のマイナス成長となりました。し

かし、10 月末に日銀が追加金融緩和に踏み切ると、為替市場では一段の円安が進み、12 月には平

成 19 年 7 月以来の 1ドル 120円台となりました。加えて、原油価格が 1バレル 50ドル割れまで急

落し、原燃料価格の下落と円安が企業収益の拡大に追い風となりました。また、円安による訪日外

国人旅行者の増加も景気の底上げにつながり、下半期は緩やかな景気回復傾向となりました。 

株式市況は、前年度末 14,827 円で引けた日経平均株価は、ウクライナ情勢の懸念再燃などで 5

月中旬まで軟調となったものの、その後は安倍政権の新成長戦略や年金の株式組み入れ比率拡大へ

の期待などを背景に、堅調な展開となりました。9 月下旬には地政学的リスクの高まりによる欧米

景気の減速懸念から急落する場面も見られましたが、日銀追加金融緩和をきっかけに、12 月 8 日に

は平成 19 年 7 月以来の 18,000 円台を一時回復しました。1 月中旬にかけては調整局面となったも

のの、期末に向けては、景気回復や企業業績拡大への期待に加え、株主還元の積極化を受けて上値

追いとなり、3 月 23 日には平成 12 年 4 月以来 15 年ぶりの水準となる 19,754 円の年初来高値を付

け、当期末は 19,206 円で取引を終了しました。また、売買代金(東京証券取引所第 1 部)は、11 月

に 1日平均3兆円を超える活況となりましたが、年度累計では592兆円(1日平均 2.4兆円)となり、

前年度を下回りました。 

こうした経営環境の下、当社は通期で営業利益 5億 26 百万円、経常利益 7億 35 百万円、税引後

当期純利益 9億 64 百万円と、3 期連続の通期黒字を達成いたしました。特に下期には、合併来の累

積経常赤字を払拭いたしました。 

一方、当事業年度においては、来店誘致等の観点から、平成 26 年 7月 22 日付で沼津支店の移転

を実施いたしました。また、お客様からご相談やご質問を頂きやすい体制を整え、より多くのご意

見を賜ることにより、今後のサービスの提供、お客様満足度の向上に努めてまいりたいとの考えか

ら、平成 26 年 6 月 27 日付で「お客様相談室」を新設いたしました。さらに、株式会社岡三証券グ

ループとの間で両社が多面的に関係強化を図り、両社の共存共栄関係を構築・維持することを目的

として、平成 27 年 3月 30 日付で業務資本提携に関する覚書を締結いたしました。 

 

（2）設備投資および資金調達等についての状況 

当期中の設備投資および資金調達に関しましては、特記すべき事項はありません。 

 

（3）対処すべき課題 

平成 27年度の国内経済は、個人消費が消費増税後の落ち込みから抜け出しつつある状況であり、

堅調な企業収益などの良好な投資環境、所得雇用環境の改善持続、原油安や株高に伴うプラス効果

などを背景に、総じて回復基調で推移するものと想定されます。 

こうした環境の中で当社といたしましては、昨年度策定いたしました第三次事業計画を着実に遂

行しつつ、『お客様との「共感」と「共生」』をキーワードに、「満足度の高いサービスの提供」、「業

容の拡大」、「お客様のことを第一に考えたサービス意識の徹底」、「事務・システム態勢の充実と全

社的なマンパワーの強化」の推進に向けて邁進して参ります。 

特に、岡三証券グループとの業務資本提携に向けた準備を進め、同社グループ会社が提供する商

品・投資情報などのお客さま向けサービスやバックオフィスサービスを当社並びに当社のお取引先

各社が利用し得る体制を構築し、満足度の高いサービスを提供するよう努力して参ります。 

また、引き続き商品の多様化を積極的に推進すること等により収益の拡大に注力していくととも

に経費の削減努力を継続して参ります。一方、当社の危機管理体制につきましても、引き続き、災

害時安全対策および事業継続計画の整備・改善、情報セキュリティ管理の整備・改善を進めて参り

ます。 

今後も、「ゆたかな未来へ あなたとともに」の当社コーポレートスローガンの下、株主の皆様、

お客様、従業員が共に手をたずさえ豊かな未来を目指し、企業価値、お客様満足度の高い、安定的

な利益を生む会社となるよう、全社一丸となり邁進する所存でございます。 
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２．業務の状況を示す指標 

（1）経営成績等の推移                          （単位：百万円） 

 平成 25 年３月期 平成 26 年３月期 平成 27 年３月期 

資 本 金 3,000 3,000 3,000 

発 行 済 株 式 総 数 18,776 千株 18,776 千株 18,776 千株 

営 業 収 益 3,657 5,860 4,628 

（ 受 入 手 数 料 ） 2,850 4,829 3,919 

( ( 委 託 手 数 料 ) ) 2,194 4,104 3,112 

((引受け・売出し・特定投資家

向け売付け勧誘等の手数料)) 
－ － － 

((募集・売出し・特定投資家向

け売付け勧誘等の取扱手数

料)) 

383 404 449 

((その他の受入手数料)) 272 320 357 

（トレーディング損益） 330 276 116 

( ( 株 券 等 ) ) － － 42 

( ( 債 券 等 ) ) 330 276 66 

( ( そ の 他 ) ) － － 7 

純 営 業 収 益 3,504 5,613 4,450 

経 常 利 益(△損失) 148 1,487 735 

当 期 純 利 益(△損失) 237 3,644 964 

 

 

（2）有価証券引受・売買等の状況 

 ① 株券の売買高の推移                         （単位：百万円） 

 平成 25 年３月期 平成 26 年３月期 平成 27 年３月期 

自       己 189 2,742 3,921 

委       託 1,053,888 1,913,089 1,328,296 

計 1,054,078 1,915,832 1,332,218 
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② 有価証券の引受けおよび売出し並びに特定投資家向け売付け勧誘等並びに有価証券の募集、売出

しおよび私募の取扱い並びに特定投資家向け売付け勧誘等の取扱いの状況 

（単位：百万円） 

区 分      引受高 売出高 

特定投資

家向け売

付け勧誘

等の総額 

募集の 

取扱高 

売出しの 

取扱高 

私募の 

取扱高 

特定投資家

向け売付け

勧誘等の取

扱高 

平

成

25

年

３

月

期 

株券 － － － 207 － － － 

国債証券 －    37   － － 

地方債証券 －    －   － － 

特殊債券 － － － － － － － 

社債券 － － － － 6,548 － － 

受益証券       63,543 － － － 

その他 － － － － － － － 

平

成

26

年

３

月

期 

株券 － － － 2 － － － 

国債証券 －    31   － － 

地方債証券 －    －   － － 

特殊債券 － － － － － － － 

社債券 － － － － 4,824 － － 

受益証券       102,226 － － － 

その他 － － － － － － － 

平

成

27

年

３

月

期 

株券 － － － 124 － － － 

国債証券 －    69   － － 

地方債証券 －    －   － － 

特殊債券 － － － － － － － 

社債券 － － － － 1,259 － － 

受益証券       88,588 － － － 

その他 － － － － － － － 

 

 

（3）その他業務の状況 

   完全子会社からの人事事務、総務事務、経理事務およびシステム管理事務に関する受託業務を行っ

ていますが、収益が僅尐なため記載を省略させて頂きます。 

 

 （4）自己資本規制比率の状況                       （単位：百万円） 

 平成 25 年３月期 平成 26 年３月期 平成 27 年３月期 

自己資本規制比率（Ａ／Ｂ×100） 477.1% 524.9% 512.5% 

固定化されていない自己資本（Ａ） 16,725 20,656 21,844 

リ ス ク 相 当 額（Ｂ） 3,505 3,935 4,262 

 市 場 リ ス ク 相 当 額 1,950 2,080 2,646 

 取 引 先 リ ス ク 相 当 額 777 783 644 

 基 礎 的 リ ス ク 相 当 額 777 1,071 970 

 

 

 （5）使用人の総数および外務員の総数 

 平成 25 年３月期 平成 26 年３月期 平成 27 年３月期 

使   用   人 221 人 226 人 233 人 

（ う ち 外 務 員 ） 175 人 182 人 183 人 
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Ⅲ 財産の状況に関する事項 
 １．経理の状況 

 （1） 貸借対照表                                 （単位：百万円）  

 
 

（注）記載金額は、百万円未満の数字を切り捨てて表示しております。 

平成26年3月期 平成27年3月期 平成26年3月期 平成27年3月期

49,156 44,211 34,577 30,363

1,826 1,724 16,457 13,284

9,200 11,360 14,918 9,851

37,212 30,209 1,538 3,433

信 用 取 引 貸 付 金 36,552 28,736 5,865 7,866

信 用 取 引 借 証券 担 保 金 660 1,472 4,719 4,786

240 144 6,700 3,750

305 437 190 204

310 268 326 179

62 69 205 187

△ 1 △ 0 24 16

89 86

10,574 13,146 3,217 3,777

129 180 2,955 3,485

建 物 49 92 81 87

器 具 ・ 備 品 77 76 158 178

土 地 1 11 21 25

68 71 128 154

電 話 加 入 権 3 3 128 154

ソ フ ト ウ ェ ア 65 68 37,923 34,295

電気通信施設利用権 0 0

10,376 12,894

投 資 有 価 証 券 10,005 12,500 16,470 15,770

関 係 会 社 株 式 70 100 3,000 3,000

出 資 金 1 1 2,097 2,097

長 期 差 入 保 証 金 276 282 2,097 2,097

長 期 前 払 費 用 1 0 11,373 12,056

そ の 他 25 13 737 737

貸 倒 引 当 金 △ 3 △ 4 10,635 11,318

別 途 積 立 金 6,800 6,800

繰 越 利 益 剰 余 金 3,835 4,518

△ 0 △ 1,383

5,337 7,292

5,337 7,292

21,807 23,063

59,731 57,358 59,731 57,358

資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金

そ の 他

純 資 産 の 部

金融商品取引責任準備金

特 別 法 上 の 準 備 金

負 債 合 計

株 主 資 本

信 用 取 引 貸 証 券 受 入 金

預 り 金

退 職 給 付 引 当 金

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

受 入 保 証 金

資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

評 価 ・ 換 算 差 額 等

資 本 金

負 債 ・ 純 資 産 合 計

そ の 他有 価 証 券 評 価 差 額金

利 益 準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

自 己 株 式

純 資 産 合 計

有 形 固 定 資 産

流 動 負 債

現 金 ・ 預 金

そ の 他

そ の 他

固 定 負 債

繰 延 税 金 負 債

未 収 収 益

信 用 取 引 資 産

賞 与 引 当 金

立 替 金

固 定 資 産

短 期 差 入 保 証 金

短 期 借 入 金

未 払 費 用

未 払 法 人 税 等

役 員 賞 与 引 当 金貸 倒 引 当 金

流 動 資 産

預 託 金

資 産 の 部 負 債 の 部

科  目
金　　額 金　　額

科  目

信 用 取 引 負 債

信 用 取 引 借 入 金
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（2）損益計算書                                 （単位：百万円） 

平 成 26 年 ３ 月 期 平 成 27 年 ３ 月 期

内    訳 金    額 内    訳 金    額

4,829 3,919

委 託 手 数 料 4,104 3,112
募集・売出し・特定投資家向け売

付 け 勧 誘 等 の 取 扱 手 数 料
404 449

そ の 他 の 受 入 手 数 料 320 357

276 116

株 券 等 ト レ ー デ ィ ン グ 損 益 － 42

債 券 等 ト レ ー デ ィ ン グ 損 益 276 66

そ の 他の ト レー デ ィ ング損益 － 7

754 587

－ 4

営 業 収 益 計 5,860 4,628

246 178

5,613 4,450

4,311 3,923

1,223 1,014

2,202 2,088

359 343

339 319

92 68

47 34

△ 0 △ 0

47 55

1,302 526

185 210

178 206

6 3

0 0

1,487 735

2,547 629

2,547 629

74 51

38 25

－ 19

30 6

5 0

3,960 1,313

315 349

－ －

3,644 964

そ の 他 の 営 業 収 益

そ の 他

金 融 商 品 取 引 責 任 準 備 金 繰 入

当 期 純 利 益 （ △ 損 失 ）

税 引 前 当 期 純 利 益 （ △ 損 失 ）

法 人 税 、 住 民 税 お よ び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

固 定 資 産 除 却 損

貸 倒 引 当 金 繰 入

そ の 他

事 務 費

減 価 償 却 費

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

投 資 有 価 証 券 売 却 益

科 目

受 取 配 当 金 等

営 業 利 益 （ △ 損 失 ）

受 入 手 数 料

ト レ ー デ ィ ン グ 損 益

金 融 収 益

租 税 公 課

営 業 収 益

純 営 業 収 益

取 引 関 係 費

金 融 費 用

販 売 費 ・ 一 般 管 理 費

そ の 他

特 別 利 益

経 常 利 益 （ △ 損 失 ）

事 務 室 移 転 関 連 費 用

特 別 損 失

人 件 費

不 動 産 関 係 費

 
 
（注）記載金額は、百万円未満の数字を切り捨てて表示しております。 
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（3）株主資本等変動計算書 
 
① 平成 26年３月期：平成 25年４月１日から平成26年３月 31日まで         （単位：百万円） 

評価・換算

差額等

資本剰余金

別途
積立金

繰越利益
剰余金

3,000 2,097 737 6,800 284 7,822 △ 0 12,919 4,983 17,902

剰 余 金 の 配 当 △ 93 △ 93 △ 93 △ 93

当 期 純 利 益 3,644 3,644 3,644 3,644

自 己 株 式 の 取 得 △ 0 △ 0 △ 0

株主資本以外の項目の
当期変動額 （純 額）

354 354

－ － － － 3,550 3,550 △ 0 3,550 354 3,905

3,000 2,097 737 6,800 3,835 11,373 △ 0 16,470 5,337 21,807

当 期 変 動 額 合 計

株　　　主　　　資　　　本

利  益
剰余金
合　計

当 期 首 残 高

当 期 末 残 高

当 期 変 動 額

利  益  剰  余  金

株 主
資 本
合 計

純資産
合　計そ の 他

有価証券

評価差額金
資本金

自 己
株 式資本

準備金
利益
準備金

その他利益剰余金

 
 

② 平成 27年３月期：平成 26年４月１日から平成27年３月 31日まで         （単位：百万円） 

評価・換算

差額等

資本剰余金

別途
積立金

繰越利益
剰余金

3,000 2,097 737 6,800 3,835 11,373 △ 0 16,470 5,337 21,807

剰 余 金 の 配 当 △ 281 △ 281 △ 281 △ 281

当 期 純 利 益 964 964 964 964

自 己 株 式 の 取 得 △ 1,382 △ 1,382 △ 1,382

株主資本以外の項目の
当期変動額 （純 額）

1,955 1,955

－ － － － 682 682 △ 1,382 △ 699 1,955 1,255

3,000 2,097 737 6,800 4,518 12,056 △ 1,383 15,770 7,292 23,063

その他利益剰余金
資本
準備金

利益
準備金

利  益  剰  余  金

自 己
株 式

そ の 他

有価証券

評価差額金

株 主
資 本
合 計

純資産
合　計

株　　　主　　　資　　　本

資本金 利  益
剰余金
合　計

当 期 首 残 高

当 期 変 動 額

当 期 変 動 額 合 計

当 期 末 残 高
 

 

（注）記載金額は、百万円未満の数字を切り捨てて表示しております。 
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注 記 事 項 

 

１． 当社の計算書類は、「会社法施行規則」(平成 18 年２月７日法務省令第 12号)および「会社計算規則」

（平成 18 年２月７日法務省令第 13 号）の規定のほか、「金融商品取引業等に関する内閣府令」(平

成 19 年内閣府令第 52 号)および「有価証券関連業経理の統一に関する規則」(昭和 49年 11 月 14 日

付日本証券業協会自主規制規則)に準拠して作成しております。 
 

２． 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
 

『継続企業の前提に関する注記』 
 
該当事項はありません。 
 

『重要な会計方針』 
 

１．有価証券の評価基準および評価方法 
 
（１） トレーディング商品に属する有価証券等の評価基準および評価方法 

トレーディング商品に属する有価証券およびデリバティブ取引については、時価法（売却

原価は移動平均法により算定）によっております。 

（２） トレーディング商品に属さない有価証券等の評価基準および評価方法 

時価のあるものについては期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直

入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定)、時価のないものについては移動

平均法による原価法によっております。 
 

２．固定資産の減価償却方法 
 
有形固定資産・・・・・・ 定率法によっております。ただし、平成 10 年４月１日以降に取得

した建物(附属設備を除く)については定額法、リース資産について

はリース期間を耐用年数とし残存価額を零とする定額法によって

おります。なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

                建    物      ８～４７年 

                器具・備品       ４～２０年 

無形固定資産・・・・・・ 定額法によっております。ただし、ソフトウェア(自社利用)につ

いては、社内における見込利用可能期間(５年)に基づく定額法に

よっております。 
 

３．引当金および準備金の計上基準 
 
貸倒引当金・・・・・・・ 債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率に

より、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を

勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

賞与引当金・・・・・・・ 従業員に対する賞与の支払いに備えるため、支給見込額を計上し

ております。 

役員賞与引当金・・・・・ 役員に対する賞与の支払いに備えるため、支給見込額を計上して

おります。 

退職給付引当金・・・・・ 従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務見

込額に基づき計上しております。 

役員退職慰労引当金・・・ 役員および執行役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職

慰労金に関する内規に基づく期末要支給額を計上しております。 

金融商品取引責任準備金・ 証券事故による損失に備えるため、｢金融商品取引法｣第 46 条の５

の規定に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」第 175 条

に定めるところにより算出した額を計上しております。 
 

４．消費税等の会計処理 
 

消費税等の会計処理は税抜方式によっております。 
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『貸借対照表に関する注記』 

１．有形固定資産の減価償却累計額 

前期（平成 26 年３月期） 当期（平成 27 年３月期） 

574 百万円 567 百万円 

 

２．担保に供している資産 
 

前期（平成 26 年３月期） 

                                           (単位：百万円) 

被担保

債 務 

種  類 

短期借入金 

小 計 
信用取引 

借 入 金 
合 計 金融機関 

借 入 金 
その他 

期末残高 2,600 ― 2,600 14,918 17,518 
担保に供

している

資産 

投資有価 

証券 
5,260 ― 5,260 63 5,323 

(注)上記のほかに、先物取引証拠金の代用として自己融資見返り株券 175 百万円を差入れて

おります。信用取引保証金の代用として、自己融資見返り株券 4,214 百万円を差入れて

おります。取引所等へのその他担保として投資有価証券 383 百万円、自己融資見返り株

券 791 百万円を差入れております。 

 

当期（平成 27 年３月期） 

                                (単位：百万円) 

被担保

債 務 

種  類 

短期借入金 

小 計 
信用取引 

借 入 金 
合 計 金融機関 

借 入 金 
その他 

期末残高 1,400 ― 1,400 9,851 11,251 
担保に供

している

資産 

投資有価 

証券 
9,465 ― 9,465 84 9,550 

(注)上記のほかに、先物取引証拠金の代用として自己融資見返り株券 55 百万円を差入れて

おります。信用取引保証金の代用として、自己融資見返り株券 1,143 百万円を差入れて

おります。取引所等へのその他担保として投資有価証券 450 百万円、自己融資見返り株

券 793 百万円を差入れております。 

 

３．担保等として差入をした有価証券の時価等 

(上記２に属するものを除く) 

 前期（平成 26 年３月期） 当期（平成 27 年３月期） 

信用取引貸証券  1,588 百万円 3,708 百万円 

信用取引借入金の本担保証券 14,920 百万円 9,853 百万円 

差入保証金代用有価証券 3,186 百万円 4,133 百万円 

 

４．担保等として差入を受けている有価証券の時価等 

 前期（平成 26 年３月期） 当期（平成 27 年３月期） 

信用取引貸付金の本担保証券  32,674 百万円  27,923 百万円 

信用取引借証券 660 百万円 1,472 百万円 

受入証拠金代用有価証券 18 百万円 12 百万円 

受入保証金代用有価証券 28,406 百万円 25,261 百万円 
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５．関係会社に対する金銭債権および金銭債務 

 前期（平成 26 年３月期） 当期（平成 27 年３月期） 

短期金銭債権  837 百万円  643 百万円 

短期金銭債務 44 百万円 81 百万円 

長期金銭債務 －百万円 3 百万円 

          

『損益計算書に関する注記』 

関係会社との取引高 

 前期（平成 26 年３月期） 当期（平成 27 年３月期） 

営業収益 34 百万円 33 百万円 

営業費用  0 百万円  3 百万円 

営業取引以外の取引高 2 百万円 3 百万円 

 

『株主資本等変動計算書に関する注記』 

１．事業年度の末日における発行済株式の総数 

株式の種類 前期（平成 26 年３月期） 当期（平成 27 年３月期） 

普通株式 18,776,838 株 18,776,838 株 
 
２．事業年度の末日における自己株式の総数 

株式の種類 前期（平成 26 年３月期） 当期（平成 27 年３月期） 

普通株式 2,660 株 2,003,163 株 
 
(注)当期における自己株式の主な増加理由は、会社法第156条第1項に基づく取得によるものであります。 

 
３．配当に関する事項    
 

前期（平成 26 年３月期） 
 

 
① 配当金支払額 

決 議 
株式の 

種 類 

配当の 

原 資 

配当金の総額 

(百万円) 

1株当たりの 

配当額(円) 
基準日 効力発生日 

平成 25年５月 10日 

取締役会 
普通株式 利益剰余金 93 5.00 

平成 25年 

３月 31日 

平成 25年 

６月 27日 

 
② 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

決 議 
株式の 

種 類 

配当の 

原 資 

配当金の総額 

(百万円) 

1株当たりの 

配当額(円) 
基準日 効力発生日 

平成 26年５月 15日 

取締役会 
普通株式 利益剰余金 281 15.00 

平成 26年 

３月 31日 

平成 26年 

６月 30日 

      1 株当たりの配当額 15円のうち 5円については、創業 70周年に伴う記念配当であります。 

 

当期（平成 27 年３月期） 
 

① 配当金支払額 

決 議 
株式の 

種 類 

配当の 

原 資 

配当金の総額 

(百万円) 

1株当たりの 

配当額(円) 
基準日 効力発生日 

平成 26年５月 15日 

取締役会 
普通株式 利益剰余金 281 15.00 

平成 26年 

３月 31日 

平成 26年 

６月 30日 

1 株当たりの配当額 15円のうち 5円については、創業70周年に伴う記念配当であります。 
 
② 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

決 議 
株式の 

種 類 

配当の 

原 資 

配当金の総額 

(百万円) 

1株当たりの 

配当額(円) 
基準日 効力発生日 

平成 27年５月 14日 

取締役会 
普通株式 利益剰余金 335 20.00 

平成 27年 

３月 31日 

平成 27年 

６月 25日 
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『税効果会計に関する注記』 

 繰延税金資産および繰延税金負債の発生原因別の主な内訳 

 (繰延税金資産) 

      賞与引当金   62 百万円 

役員退職慰労引当金    57 百万円 

金融商品取引責任準備金    49 百万円 

退職給付引当金   28 百万円 

      投資有価証券および会員権評価損   28 百万円 

未払事業税   13 百万円 

賞与引当に伴う社会保険料    9 百万円 

      役員賞与引当金   5 百万円 

未払経費および未払報奨金等    4 百万円 

減価償却超過額および資産除去債務    2 百万円 

      その他                         3 百万円 

        繰延税金資産小計       265 百万円 

 

      評価性引当額                                       △265 百万円 

       繰延税金資産合計                     － 百万円 

      (繰延税金負債) 

      その他有価証券評価差額金               3,485 百万円 

         繰延税金負債合計                                  3,485 百万円 

 繰延税金負債の純額 3,485 百万円 

 

『退職給付に関する注記』 

１． 退職給付制度の概要 

当社は、退職金規程に基づく確定拠出年金制度と退職一時金制度を併用しております。  

２． 退職給付債務に関する事項 

確定拠出年金への拠出後における、退職一時金の期末要支給額を退職給付引当金として計上して

おります。 

 

『金融商品に関する注記』 

１．金融商品の状況に関する事項 

当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入により資金を

調達しております。 

営業債権等に係る顧客の信用リスクは｢顧客管理に関する規程｣等に沿って、リスク低減を図って

おります。投資有価証券に係る価格変動リスクは、｢リスク管理規程｣等に従いリスク管理してお

ります。 

借入金の使途は、主に信用取引の提供に必要な自己融資等に係る短期運転資金であり、金利変動

リスクに対するデリバティブ取引等は行っておりません。 

当社は、金融商品取引業者として金融商品取引法に基づき自己資本規制比率を計算しており、許

容できるリスクを一定範囲にとどめるために、①市場リスク、②取引先リスク、③流動性リスク

などを適切に管理しております。 

 

２．金融商品の時価等に関する事項 

平成 27 年３月 31 日（当期の決算日）における貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額につ

いては、次のとおりであります。  
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              (単位:百万円) 

   貸借対照表計上額
（※） 

時 価 
（※） 

差額 

(１)現金・預金 1,724  1,724  ― 

(２)預託金 11,360  11,360  ― 

(３)信用取引資産 30,209  30,209  ― 

(４)短期差入保証金 437  437  ― 

(５)未収収益 268  268  ― 

(６)投資有価証券 12,500  12,500  ― 

(７)関係会社株式 100  100  ― 

(８)長期差入保証金 282  282  ― 

(９)信用取引負債 （13,284） （13,284） ― 

(10)預り金 （7,866） （7,866） ― 

(11)受入保証金 （4,786） （4,786） ― 

(12)短期借入金 （3,750） （3,750） ― 

(13)未払費用 （204） （204） ― 

※ 負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。 
 

（注）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券およびデリバティブ取引に関する事項 

(１)現金・預金、(３)信用取引資産～(５)未収収益、(９)信用取引負債～(13)未払費用 

短期間で決済されるため、時価と帳簿価額はほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。 

(２)預託金 

これらは信託財産であり、時価と帳簿価額はほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。 

(６)投資有価証券、（７）関係会社株式 

非上場の投資有価証券 671 百万円および関係会社株式は、市場価格がなく、かつ将来キャッシ

ュ・フローを見積もることが出来ず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、当

該帳簿価額によっております。 

(８)長期差入保証金 

長期差入保証金 282百万円は、本支店にかかる敷金等であり退去時期を予測することが不可能

であるため、当該帳簿価額によっております。 
 

『関連当事者との取引に関する注記』 

                           （単位：百万円）                                      

会社等の名称 
議決権等の所有 

（被所有)割合 
関連当事者との関係 

取引内容 

および金額 
期末残高 

（子会社） 

株式会社ＳＪアド

バイザーズ 

所有 

直接 100.0% 

当社を利用する金融

商品仲介業者 

不動産賃貸料等 

4(注) 

支払仲介手数料 

3(注) 

（短期金銭債務） 

  未払費用 

  0 

（長期金銭債務） 

受入保証金 

  3 

（関連会社） 

頭川証券株式会社 

所有 

直接 36.5% 

 

当社を母店として利

用している金融商品

取引業者 

 

受入手数料および 

信用取引受取利息等 

28 (注) 

支払利息(逆日歩) 

0 (注) 

（短期金銭債権） 

信用取引貸付金等 

643 

（短期金銭債務） 

信用取引貸証券受入金等 

81 

（法人主要株主） 

日本ビルディング 

株式会社 

被所有 

直接 13.1% 

当社本店で利用する 

建物等にかかる賃貸

借 

不動産賃借料等 

110 (注) 

(短期金銭債権) 

前払費用 

8 

(長期金銭債権) 

差入保証金 

97 

  取引条件および取引条件の決定方針等 

 (注) 市場実勢価格等を勘案して価格交渉の上で決定しております。 
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『1株当たり情報に関する注記』 

１株当たり純資産額              1,374 円 97 銭 

１株当たり当期純利益                       54 円 56 銭 

 

『重要な後発事象に関する注記』 

自己株式の処分 

当社は、平成 27 年 4 月 14 日開催の取締役会決議に基づき、平成 27 年 4 月 30 日付けにて第三

者割当による自己株式の処分を行いました。 

（１） 処分の理由 

平成27年3月30日締結の株式会社岡三証券グループとの業務資本提携に関する覚書に基

づき、第三者割当による自己株式の処分を行うことにいたしました。 

（２） 処分の概要 

① 処 分 期 日: 平成 27 年 4 月 30日 

② 処 分 株 式 数: 当社普通株式 1,950,000 株 

③ 処 分 価 額: 1 株につき 696 円 

④ 処分価額の総額: 1,357 百万円 

⑤ 処 分 方 法: 第三者割当による処分 

⑥ 処 分 先: 株式会社岡三証券グループ 
 
２．借入金の主要な借入先および借入金額 
                                      （単位：百万円） 

借  入  先 
平成 26 年３月期 平成 27 年３月期 

借 入 金 の 種 類 借 入 金 額 借 入 金 の 種 類 借 入 金 額 

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 短 期 借 入 金 2,000 短 期 借 入 金 1,100 

株 式 会 社 り そ な 銀 行 短 期 借 入 金 2,000 短 期 借 入 金 1,100 

株 式 会 社 七 十 七 銀 行 短 期 借 入 金 2,000 短 期 借 入 金 1,100 

株 式 会 社 東 京 都 民 銀 行 短 期 借 入 金 600 短 期 借 入 金 300 

日 本 証 券 金 融 株 式 会 社 信用取引借入金 14,898 信用取引借入金 9,839 

 

３．保有する有価証券（トレーディング商品に属するものとして経理された有価証券を除く）の取得価

額、時価および評価損益 

                                   （単位：百万円） 

 
平成 26年３月期 平成 27年３月期 

取得価格 時  価 評価損益 取得価格 時  価 評価損益 

1.流動資産 

株 券 

債 券 

その他 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

2.固定資産 

株 券 

債 券 

その他 

1,781 

1,781 

－ 

－ 

10,075 

10,075 

－ 

－ 

8,293 

8,293 

－ 

－ 

1,821 

1,821 

－ 

－ 

12,600 

12,600 

－ 

－ 

10,778 

10,778 

－ 

－ 

合 計 1,781 10,075 8,293 1,821 12,600 10,778 

 

４．デリバティブ取引（トレーディング商品に属するものとして経理された取引を除く）の契約価額、

時価および評価損益 

該当事項はありません。 

 

 ５．財務諸表に関する会計監査人等による監査の有無 

当社は会社法第 436条第２項第１号の規定に基づき、平成 26年３月期および平成 27 年３月期の計

算書類について東陽監査法人の監査を受けております。各々において適正意見の監査報告書を受領

しております。 
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Ⅳ 管理の状況 

１．内部管理の状況の概要 

（1）内部管理部門の組織と業務の内容 

監 査 部 

１．業務および会計の検査に関する業務 

２．業務に係る規程等の制定・改廃 

３．業務に係る社内連絡に関する業務 

４．反社会的勢力排除に関する業務 

 

監 査 グ ル ー プ 

１．監査に関する業務 

２．システム監査に関する業務 

３．苦情・紛争処理に関する業務 

４．役職員に係る証券事故等の調査および処理に関する業務 

５．主務官庁等の証券検査の立会い等に関する業務 

６．分別管理に関する業務 

７．リスク管理に関する業務 

８．金融商品仲介業者に関する業務 

９．情報セキュリティ等に関する業務 

 

営業考査グループ 

１．営業員の営業活動の状況の考査に関する業務 

２．顧客等の有価証券等の取引状況の考査に関する業務 

３．顧客データの管理に関する業務 

４．契約締結時等交付書面に関する業務 

５．証明書等の交付に関する業務(除、同業) 

６．警察、税務署等からの照会、調査に関する業務 

７．法定帳簿に関する業務 

８．電子計算委託先に関する業務 

９．その他業務管理に関する業務 

 

売買審査グループ 

１．過誤売買等に関する業務 

２．内部者取引に関する業務 

３．有価証券の価格形成動向に関する業務 

４．不公正取引未然防止に関する業務 

５．商品有価証券の保有限度額に関する業務 

６．先物・オプション取引に関する業務 

７．主務官庁等からの照会、調査に関する業務 

コンプライアンス推進部 

１．コンプライアンス態勢に関する業務 

２．営業責任者、内部管理責任者に関する業務 

３．各営業チャネルサポートに関する業務 

４．主務官庁等の証券検査等に関する業務 

５．業務に係る規程等の制定・改廃に関する業務 

６．業務に係る社内連絡に関する業務 

７．社内審査等に関する業務 

８．情報セキュリティ等に関する業務 

９．反社会的勢力排除に関する業務 

10．その他業務管理に関する業務 

 

ＩＦＡ支援室 

１．仲介業者に対するコンプライアンス上の管理監督、指導 

  および支援に関する業務 

２．仲介業者のコンプライアンスに係る各種サポートに関す 

    る業務 

３．仲介業者のリスク管理に関する業務 

 

Ｃ Ｓ 統 括 部 

１．営業員の営業活動の管理に関する業務 

２．顧客等の取引状況の把握に関する業務 

３．業務に係る社内連絡に関する業務 

  
お 客 様 相 談 室 

１．顧客からの苦情・問合せ等に関する業務 

２．相続に関する業務 

本 店 お よ び 各 部 支 店 

総 務 課 等 
内部管理に関する業務 
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（2）内部管理体制 

   ① 当社は、監査部、コンプライアンス推進部およびＣＳ統括部を管掌する役員を「内部管理統括

責任者」とし、監査部長およびコンプライアンス推進部長を「内部管理統括補助責任者」に定

め、役職員に対し、金融商品取引法その他の法令諸規則の遵守を徹底するなど、内部管理態勢

の整備に努めるとともに、営業単位ごとに「内部管理責任者」（総務課長等）を設置し、各営

業単位における営業活動が、金融商品取引法その他の法令諸規則に準拠し適正に遂行されてい

るかどうかを常時管理しております。 

② その結果、投資勧誘時の営業活動或いは顧客管理に関し、不適切な事案が生じた場合には、速

やかに内部管理統括責任者または内部管理統括補助責任者に報告し、適切な処置をとっており

ます。 

③ その他、当社は、各役職員がコンプライアンスに対する理解を深め、法令遵守を徹底すべく、       

「コンプライアンスマニュアル」を制定し、これに則り業務を遂行しております。 

   ④ なお、法令・諸規則遵守の一層の強化を図る観点より、取締役社長（委員長）、内部管理統括

責任者、内部管理統括補助責任者、常勤監査役、営業本部長、総合企画部長および社長が指名

する者をメンバーとした「コンプライアンス委員会」を設置し定期的に開催するとともに、内

部管理責任者および関連部長による「内部管理責任者会議」を定期的に開催しております。 
 
（3）お客様からのご相談および苦情等への対応 

当社は、お客様からのご相談や苦情等については、各営業部店が「ＣＳ統括部お客様相談室」

との連携を図り、法令諸規則に則り迅速かつ適切にお客様のご要望に対応できるよう社内体制を

整備しております。 

また、苦情および紛争の解決にあたっては、当社において解決を図るほか、外部機関による公

正・中立な立場から解決を図るため、指定紛争解決機関である「特定非営利活動法人 証券・金

融商品あっせん相談センター」（ＦＩＮＭＡＣ）と特定第１種金融商品取引業務に係る手続実施基

本契約を締結する措置を講じております。 
 

２．分別管理等の状況 

（1）金融商品取引法第 43 条の２の規定に基づく区分管理の状況 

①顧客分別金信託の状況 

（単位：百万円） 

項   目 平成26年３月31日現在の金額 平成27年３月31日現在の金額 

直近差替計算基準日の 

顧客分別金必要額 
8,737 11,338 

期末日現在の 

顧客分別金信託額 
9,200 11,360 

期末日現在の 

顧客分別金必要額 
8,602 10,623 

日証金信託銀行㈱、みずほ信託銀行㈱および㈱りそな銀行と顧客分別金信託契約を締結

し、毎週金曜日（金曜日が銀行休業日の場合は前営業日）を金銭の顧客資産分別金差替基

準日と定め、計算の結果過不足が生じた場合、必要に応じて差替基準日の翌日から起算し

て３営業日以内に金銭の追加信託等を行っております。 
 

②有価証券の分別管理の状況 

イ.保護預り等有価証券 

有価証券の種類 
平成 26 年３月 31 日現在 平成 27 年３月 31 日現在 

国内証券 外国証券 国内証券 外国証券 

株 券 株 数 345,277 千 株 613 千 株 315,310 千 株 597 千 株 

債 券 額面金額 1,139 百万円 11,912 百万円 792 百万円 7,573 百万円 

受 益 証 券 口 数 84,245 百万口 78 百万口 96,728 百万口 141 百万口 

そ の 他 
(新株予約権証券) 

数 量 457 千 個 － 10 千 個 － 

そ の 他 
(受益証券発行信

託の受益証券) 
数 量 0 百万口 － 0 百万口 － 



20 

ロ.受入保証金代用有価証券 

有価証券の種類 
平成 26 年３月 31 日現在 平成 27 年３月 31 日現在 

数 量 数 量 

株 券 株 数 78,763 千 株 60,540 千 株 

債 券 額面金額 －百万円 －百万円 

受 益 証 券 口 数 2,028 百万口 2,222 百万口 

そ の 他 
(受益証券発行信託の受益証券) 

数 量 0 百万口 0 百万口 

 

 

＜参考時価情報＞ 

 株券の参考時価情報 

 （ⅰ）保護預り等有価証券 

平成 26 年３月 31 日現在 平成 27 年３月 31 日現在 

国内証券 外国証券 国内証券 外国証券 

239,217 百万円 12,209 百万円 278,019 百万円 9,590 百万円 

   

 

（ⅱ）受入保証金代用有価証券 

平成 26 年３月 31 日現在 平成 27 年３月 31 日現在 

金  額 金  額 

34,409 百万円 31,782 百万円 

 

ハ.管理の状況 

当社における顧客資産の分別管理については、法令・諸規則並びに当社規定「分別管理に関

する規程」に定めるところにより行っております。 

当社は、お客様との取引に関してお客様から預託を受けた有価証券およびお客様の計算に属

する有価証券（以下「顧客有価証券」という）について、下記に定める方法により管理してお

ります。 

 

（ⅰ）国内の取引所金融商品市場に上場されている転換社債型新株予約権付社債券、投資証券、

受益証券および出資証券 

 ① 国内の取引所金融商品市場に上場されている転換社債型新株予約権付社債券（転換社債

券を含む。以下同じ）、投資証券、受益証券および出資証券（以下「国内上場証券」と

いう）については、原則として、証券保管振替機構（以下「機構」という。機構から委

託を受けた者を含む。以下同じ）において、帳簿等により当社の固有財産である有価証

券その他の顧客有価証券以外の有価証券（以下「固有有価証券等」という）と顧客有価

証券とを区分管理し、混蔵して保管しております。顧客有価証券については、当社の帳

簿等により各お客様の持分が直ちに判別できるよう管理しております。ただし、お客様

の申し出等により機構へ再寄託しない国内上場証券については、日本電子計算㈱ にお

いて、固有有価証券等の保管場所と明確に区分し、顧客有価証券についてどのお客様の

有価証券であるかが直ちに判別できる状態で保管しております。 

 

  ② 顧客有価証券について、お客様の指示により転換社債型新株予約権付社債券の新株予約

権の行使（転換請求を含む）等のため、発行会社（株主名簿管理人を含む。以下同じ）

へ提供したものについては、当該銘柄、数量および提供先が委任顧客毎に直ちに把握で

きるよう当社の帳簿等により適宜管理しております。 
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（ⅱ） 国内上場外国有価証券 

    国内上場外国有価証券については、原則として、機構において、帳簿等により固有有価

証券等と顧客有価証券とを区分し、管理または混蔵して保管しております。顧客有価証

券については、当社の帳簿等により各お客様の持分が直ちに判別できるよう管理してお

ります。 

 

（ⅲ） 社債、株式等の振替に関する法律（以下「振替法」という）に基づく振替決済制度にお

いて取り扱う社債、株式等 

 ① 国債については、振替法の規定に基づき、日本銀行において、固有有価証券等と顧客有

価証券の口座を明確に区分し、顧客有価証券については、当社の振替口座簿により、各

お客様の持分を直ちに判別できる状態で管理しております。 

 

  ② 社債、株式等（①に規定する国債を除く）については、振替法の規定に基づき、機構に

おいて、固有有価証券等と顧客有価証券の口座を明確に区分し、顧客有価証券について

は、当社の振替口座簿により、各お客様の持分を直ちに判別できる状態で管理しており

ます。 

 

（ⅳ） 転換社債型新株予約権付社債券およびⅲに規定する有価証券以外の国内債券および新株

予約権証券等 

    原則として、日本証券代行㈱において、固有有価証券等と顧客有価証券の保管場所を明

確に区分し、顧客有価証券に係る各お客様の持分が当社の帳簿等により直ちに判別でき

る状態で保管しております。ただし、大券で発行された証券および株式ミニ投資など、

単一券面を自己とお客様とが共有することとされており、固有有価証券部分と顧客有価

証券部分について明確に保管場所の区分ができないものについては、当社の帳簿等によ

り、その保管場所を明らかにするとともに、固有有価証券分と顧客有価証券分とを区分

し、顧客有価証券に係る各お客様の持分が直ちに判別できるよう管理しております。 

 

（ⅴ） 海外の保管機関で保管または管理されている有価証券 

    下記の海外の保管機関において保管されている有価証券は、口座区分などの方法により、

固有有価証券等と顧客有価証券とを区分させ、顧客有価証券に係る各お客様の持分は、

当社の帳簿等により直ちに判別できるよう管理しております。 

［海外カストディーの概要］ 

 

 

 

 

 

 

（ⅵ） 国内の金融商品取引業者で保管されている有価証券 

    国内の金融商品取引業者で保管されている有価証券は、固有有価証券等と顧客有価証券

は区別されておりませんが、当社の帳簿等により、固有有価証券分と顧客有価証券分と

を区別し、顧客有価証券に係る各お客様の持分が直ちに判別できるよう管理しておりま

す。 

 

  ③ 対象有価証券関連店頭デリバティブ取引等に係る分別管理の状況 

 該当事項はありません。 

 

（2）金融商品取引法第 43 条の２の２の規定に基づく区分管理の状況 

    該当事項はありません。 

 

（3）金融商品取引法第 43 条の３の規定に基づく区分管理の状況 

    該当事項はありません。 

保管機関名 設立国 
寄託証券の

種類 

口座区分の有無

および分別方法 

Mizuho Trust and Banking 

(Luxembourg) S.A. 

ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ

大公国 

株式・債券・

受益証券 
有 ・ 混蔵 



22 

Ⅴ 連結子会社等の状況に関する事項 
 

１．当社およびその子会社等の集団の構成 

当社は、株式会社ＳＪアドバイザーズを子会社に、同業取引先である頭川証券株式会社を関連会社

(持分法非適用)としております。 

 

２．子会社等の商号または名称、本店または主たる事務所の所在地、資本金の額、事業の内容等 

  

（子会社） 

 

商号 

または名称 

 

本店 

所在地 

 

資本金 

(百万円) 事業内容 

当社および子会

社等の保有する

議決権の数(口) 

子会社等の総株主

の議決権に占める

当該保有する議決

権の数の割合(％) 

株式会社 

SJ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰｽﾞ 

東京都 

中央区 
25 金融商品仲介業  5,000 100.0 

 

 

（関連会社） 

 

商号 

または名称 

 

本店 

所在地 

 

資本金 

(百万円) 事業内容 

当社および子会

社等の保有する

議決権の数(口) 

子会社等の総株主

の議決権に占める

当該保有する議決

権の数の割合(％) 

頭川証券 

株式会社 

富山県 

高岡市 
175 金融商品取引業 1,190,500 36.5 

 

 

 

 

                                              

 本書中の記載金額および株式数は、表示単位未満の端数を切り捨てております。 

 なお、同記載金額には、消費税等を含んでおりません。 

 

 

以   上 
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株式会社証券ジャパン 
 

(http://www.secjp.co.jp) 

 

(平成 27 年 7 月 1 日時点の情報) 

【設立】 昭和 19 年 4月 

【資本金】  30 億円 

【株式の上場】 非上場 

【代表者】  取締役社長 齋藤 英秋 

     (平成 20 年 9 月就任) 

【役職員数】  251 人 

      (うち登録外務員数 190 人) 

【金融商品取引業の登録状況】  第一種金融商品取引業 

【登録番号】  関東財務局長(金商)第 170 号 

【加入協会】  日本証券業協会 

【加入取引所】  東京証券取引所、大阪取引所 

【加入投資者保護基金】  日本投資者保護基金 

【指定紛争解決機関】 特定非営利活動法人 証券・金融商品あっせん相談センター 

          (略称：FINMAC) 

 

 

【個人・一般事業法人向けの商品・サービス(主なもの)】 

 取扱商品 

取引形態 

株式 債券 
投資信託 ETF REIT 

先物・ 

オプション 国内株 外国株 国内債 外国債 

対面取引 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

インターネット ○ △ × × ○ ○ ○ × 

○：取扱あり 

×：取扱なし 

△：東証上場銘柄のみ取扱あり 

詳細は、当社営業所までお問い合わせください。 

 

当社の業務の詳細は、「業務及び財産の状況に関する説明書」(4 ページ)をご参照ください。 

添付資料 



 

 

＜ゆたかな未来へ あなたとともに＞ 

株式会社 証券ジャパン 

 


